
吉原直樹ほか編『グローバル化とアジア社会―ポストコロニアル
の地平』（東信堂）
ポストコロニアルの地平を劇走するアジアを、既成の知・西欧的パラダイムを超えて見つめ直し、
都市と農村、経済発展と貧困、階層とコミュニティ等、グローバルとローカルが複雑に交差する
位相を多角的に照射・分析する。
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